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たなか・さかい：共同通信社の記者を経て1997年にマイクロ
ソフトに転職。「MSNジャーナル」を日本初の本格的コラムサ
イトに育てる。現在、毎週配信している国際ニュース解説の
メール読者が16万人を超える。 www.tanakanews.com田中 宇c o l u m n s
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アメリカ大統領選挙の陰で伸びる草の根運動

アメリカならではのネット投票交換

あまりに僅差の開票結果が訴訟合戦に発展し、世界

の注目を集めているアメリカ大統領選挙だが、そのほか

にもアメリカならではのさまざまな興味深い現象が起き

ている。フロリダ州の開票問題の陰に隠れてあまり報じ

られてはいないが、「ネーダー票交換」（Nader Traders）

と呼ばれる一種の市民運動も、インターネットが選挙に

与えた影響という面では大きなものがあった。

これは「Votexchange2000.com」や「Nader

Trader.org」、「Voteswap2000」など、いくつかのウェ

ブサイトで展開されたネットを通じて票のやり取りをする

活動だ。具体的にはアル・ゴアが楽勝しそうな州のゴ

ア支持者がラルフ・ネーダーに投票するかわりに、ゴア

がジョージ・ブッシュとの間で接戦を繰り広げる州のネ

ーダー支持者はゴアに投票するという取り引きだ。

今回の米大統領選挙は2大政党間でかつてない大

接戦となったため、第3の候補であるネーダーを支持す

る人々にはジレンマがあった。ネーダー支持者の多くは

もともと民主党を支持していたが、巨大化し、大企業寄

りになった今の民主党では世の中を良くできないと考

えて、ネーダー支持になった経緯がある。彼らの中に

は、ネーダーに勝ち目がないなら、ブッシュよりもゴアに

勝ってほしいと考える人が多かったが、ゴアとブッシュ

が大接戦になった州のネーダー支持者は、自分がゴア

ではなくネーダーに投票することでブッシュが勝ってしま

うのを懸念していた。

アメリカの大統領選挙は州ごとに人口に見合った人

数の「選挙人」を選出し、その投票で大統領を決める

間接選挙になっており、州の投票でトップの得票を得た

党が、その州の選挙人のすべてを自党から出せるとい

う「勝者が全部取る」仕組みだ。全国的な投票総数で

の競争ではないので、ゴアが楽勝できる州では、ゴア

支持者の一部がネーダーに票を入れても問題なかった。

しかし、一方で米大統領選挙に候補者を出す政党

が公的な選挙資金を受け取るためには、前回選挙の

全国的な得票数が有権者の5パーセント以上でなけれ

ばならないという条件がある。ネーダーは今回の選挙で

その条件をクリアできない可能性が大きかったため、票

交換運動によってゴア支持者の票を少しでも集めるこ

とが必要だった。票の交換はネットを通じて、善意に基

づいて行われ、投票日1か月前の10月初めからさかん

になった。

問題は、これが公正な選挙活動といえるかということ

だった。カリフォルニア州の司法長官は「Votexchange

2000」や「Voteswap2000」など、票交換を呼びかけた

3つのサイトに対して選挙法違反だとして閉鎖を命じる

決定を下した。他州の票を得るために自分の票を差し

出すのは「贈賄」にあたるという判断だった。運動側は

「言論の自由への抑圧」を理由に提訴したが、裁判所

は投票日前日に訴えを退けた。結局、ネーダーは5パー

セントの票を得ることができなかった。

とはいえアメリカでは、フロリダ州の開票をめぐって共

和党寄りの司法長官と民主党寄りの判事が対立するな

ど、今回の大統領選挙をとおして自国の行政や司法が

民意を反映しない2大政党間の権力闘争に支配されて

いることが明らかになり、反感を覚えている人もかなり

いる。ネーダー票交換は「草の根の談合」ともいえるが、

一方で国政の上層部でも大統領選の大接戦が2大政

党間の談合を不可避とする状況を招いており、票交換

が悪いことだと断定できなくなっている。

ネーダー票交換は「売ります買います」に代表される

インターネット取り引きの仕組みとアメリカの選挙制度、

そして大統領選の接戦状況が結びついたユニークな

運動だ。合法か違法かという問題を含め、今後も議論

が続くと思われる。インターネットを草の根の政治ツール

として活用する他の試みも次 と々出てくるだろう。
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www.votexchange2000.com
www.nadertrader.org
www.voteswap2000.com
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